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環境デザイン学と環境心理学

１．環境デザイン学（Environmental�Design）とは？

　環境デザイン学とは，人間とその周囲のあらゆるスケールの物理的環境の相互関係を研究す

るものであり，そうして得た知識を，環境の政策，計画，デザイン，教育に活かし，生活の質

を向上させるため，実際に適用することまで含んでいる。物理的な環境のシステムと人間のシ

ステムの相互依存性に着目し，環境的な要因と人間的な要因の双方を扱うのが環境デザイン学

である。この分野に含まれる研究には，政治的，社会的，経済的な背景に関する研究，環境に

対する取組み，研究の進め方，意思決定計画，デザインに関する研究，また，コミュニケーシ

ョンや研究の実現知識の普及に関する研究等がある。

（出典：参考文献［１］，p.5）

＜環境デザイン学の特徴＞

・物理的な環境の質を決める属性を見つけ出すこと，またそれが生活の質に及ぼす影響を明ら

かにすることを目的とする。

・問題の解決に主眼を置いた学問であり，行動志向の学問である。

・地域全体の形態から窓の金物のデザインに至るまで，あらゆるスケールのデザインに，資源

保護と生産効率の問題を取り上げるように努めると同時に，人々の関心が高まりつつあるこ

の二つの問題を，どちらも重要な問題として平等に扱う。
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・日常的な物理的環境の中での人々の経験や行為を研究することを重要と考える。

・人間－環境系を単一の系として捉え，分析対象とする。

・プロセスと同じように環境と行動の関係の内容も重視する。この点で，環境心理学とは若干

異なる。

・ここでいうデザインとは，広い意味で用いられるデザインであり，日々の物理的な環境で起

こる現実問題の解決を目指して，獲得した知識を適用することである。

図　環境と人間に関する研究とその適用 図　環境デザイン学の多層構造

（出典：参考文献［１］，p.6） （出典：参考文献［１］，p.8）

＜環境デザイン学の枠組み＞

以下のような要素から枠組みが構成されている。

１）どのような環境デザイン学の問題も，場所，環境の利用者，社会行動に関わる出来事，時

間に沿って理解できるという考え

２）理論の役割はこうした尺度間の相互関係を明らかにするためであるという提示

３）環境デザイン学とその適用に見られる反復的プロセス

４）この分野に作用する文化的，環境的要因からなる背景
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２．環境心理学（Environmental�Psychology）とは？

　人間，特に環境を実際に利用する人々のことを心理学の考え方や手法を用いて明らかにすれ

ば，より人間志向の，いっそう質の高い環境を計画できるのではないか？，と考えて，

　人間は環境をどのような形で理解するのか，また逆に，環境はどのような形でどんな影響を

人間に及ぼすのかを明らかにすることで，よりよい環境形成を支援することを目的とした学問

領域である。

３．環境デザインと環境心理

　専門家による環境デザイン行為は，一種のギャンブルともいえる。しかし，環境と人間の心

理・行動についての知見をデザインの過程で参照することにより，ギャンブル性を減らすこと

ができる。

　ツァイゼルは専門家による環境デザインの過程を，イメージする→表現する→テストする，

の３つの活動のサイクルとして説明している。環境心理学の知見はそのサイクルの２つのステ

ージで関わりうる。そのひとつは，環境デザインの最も初めの段階で，イメージを喚起するた

めに有用な情報であり，もう一方は，テストの段階で表貌された具体的な案を評価するために

役立つ情報である。

　上述のようなひとつのプロジェクトにおける研究情報の役割に加えて，ツァイゼルは研究と

デザインの関わりをもうひとつ上位のサイクルとして表している。それは，ひとつのプロジェ

クトが終了して　それが使用され始めてからの評価（POE）を行い，その結果を直接，あるい

は研究的な整理を経て次のプロジェクトに反映させるサイクルである。

▽▽環境心理調査

１）設計に際して解くべき問題を知ることを目的とした調査

　環境を利用する人々の要求を明らかにすることで，様々な環境の創造に際して，人々の要求

に基づいた設計基本指針（コンセプト）の策定を支援しようとする。

２）設定された問題に対する設計解を知ることを目的とした調査

　ある特定の設計目標が設定されたときに，実際に何をどのようにすればその目標が効率良く

達成できるのか，問題解決のヒントを提供することを目的としている。

３）設定された設計解の妥当性を知ることを目的とした調査

　設計案が完成した段階で，その環境が，当初の設計指針を満足したものとなっているかを確

認するための調査が必要となる。万一問題点が見つかった場合には，適切な対応策を講じると
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ともに，そのような問題が生じた原因を把握し，問題の再発を防ぐための対策を併せて実施す

ることになる。

⇒問題の所在を明確にすることで，また解の発見や設計解の妥当性の検証を支援することで，

設計者が創造力を，より高い次元で発揮することを意図したものである。

（出典：参考文献［３］，p.6）

（出典：参考文献［３］，p.7）
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４．人間－環境系モデル

　人間と環境の関係についてどのようにとらえるかという考え方

（１）心理学の成立

　ヴント（1832-1920）が，ライプチヒ大学に心理学実験室をつくった。意識は実験室での自

己観察と，それを内省することによって分析できるとした。

　フロイト（1859-1939）は，ヒステリーの治療を通して，無意識が人間の意識や行動に重要

な役割を果たしていることを明らかにした

（２）決定論的なモデル（人間と環境の関係を決定論的に捉える）

・ワトソン（1878-1958）：行動主義

　行動が心理学の出発点であり，説明されるべきものは人間の意識でないと主張した。行動は，

条件反射の基本となっている刺激と反応の組合せによって生じる，と考えた。刺激とは，人間

や動物などに作用して何らかの反応を引き起こすものである。

◇S-R（stimulus：刺激-response：反応）アプローチ

　環境そのものが人間の行動に直接影響を与え，また，行動は学習されるもの，経験による習

慣的なもので，習慣さえあれば行動が生じる，という考え方であり，環境が行動をつくりだす。

人間は，環境を構成する要素のひとつとされ，その環境のある側面が，人々の考えや，感情，

行動に特定の影響を与える。人間を受動的な存在のみとしてとらえ，自分の欲求に応じて環境

を選択したり，変えていく能力を軽視している。

・スキナー（1904-1987）：新行動主義

◇S-O-R（stimulus：刺激-organism：生活体-response：反応）アプローチ

　環境のもつ「意味」が，刺激をもたらす影響を変える役割を果たし，生活体（人間）の習慣，

動機づけ，期待などが重要視されるようになる。人よりも環境の方が重要視されており，人が

なぜ，環境からある意味を読み取るのか，については問わない。

（３）相互作用論的モデル（人間と環境の関係を相互作用論的に捉える）

・ゲシュタルト学派

　人間の反応は，複数の刺激相互の関係と，これら複数の刺激と人間との関係によって生じる。

人間の反応は意味のある枠組みによって決定される。

・コフカ（1886-1941）

　人間の行動は，その要素に分解して研究するのではなく，その行動パターン全体について研
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究すべきである。

・レヴィン（1890-1947）

　環境は個人に影響を与え，個人の状態は環境に影響する，という相互作用論という考え方を

打ち出した。

・ブランズウィク（1903-1955）

　環境などを知る手がかり（キュー），情報は多く，常に変化しているので，人は情報処理に際

してどの情報がより正確であるかを決定しなければならず，環境の知覚は，情報処理のシステ

ムに基づく。

・バーカー（1903-1990）

◇「行動セッティング」（behavior�setting）

　「行動セッティング」は，行動起こる背景となっている環境の基本単位で，ある特定のセッ

ティングは，誰にでも共通の行動を起こさせると考えた。特定の個人行動ではなく，複数の個

人が物理的なセッティングにどのように反応するのか，を対象とする。

（４）トランザクショニスト的なモデル

　人と環境，そしてそこでの活動のそれぞれが影響し合っている，という考え方。

（人は，その場所がどのような目的のためのものか，あるいは，その意義に新しい解釈を与え

ることで，その環境を変えてしまう。これは，環境の性質そのものを変えてしまうような期待

や，思い入れ，活動などをそこに持ち込むことで起こる。）

・カンター（1944-）

◇「場所」の理論

　同じ環境の中でも，違った役割をもっている人は，目的も違っているので，自分を取り巻く

環境の捉え方も違う。「場所」は，その物理的属性，そこでの行動，人がその場所に対して持

っている概念，３つから成り立っている。

５．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学所蔵情報）
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６．参考 URL

［１］講義資料のダウンロード

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/jyuu.html/jyuukan.html

７．レポート課題

７．１　課題

　以下の２種類のレポートを別々に綴じて，提出すること。Ａ４判であれば，書式は自由。た

だし，それぞれに学籍番号と氏名を明記のこと。

（１）以下の課題について，A４判２枚以上のレポートを作成してください。

１１１１ ）））） 居居居居 住住住住 環環環環 境境境境 学学学学 専専専専 攻攻攻攻 のののの 学学学学 生生生生 でででで ああああ るるるる 自自自自 分分分分 にににに とととと っっっっ てててて ，，，， 歴歴歴歴 史史史史 をををを 学学学学 ぶぶぶぶ とととと はははは ，，，， どどどど うううう いいいい うううう ここここ とととと なななな のののの でででで

ああああろろろろううううかかかか？？？？

　例えば，次のような観点から考えてみよう。歴史を学ぶことは意味があるのか？もしくはな

いのか？居住環境学と歴史の関係はどのようなものか？どのような理由でそう考えたのか？

２２２２ ）））） 人人人人 間間間間 がががが 開開開開 発発発発 しししし たたたた ，，，， もももも しししし くくくく はははは 開開開開 発発発発 しししし てててて きききき たたたた 技技技技 術術術術 はははは ，，，， 今今今今 後後後後 ，，，， どどどど のののの よよよよ うううう なななな 方方方方 向向向向 にににに 進進進進 むむむむ べべべべ きききき

ででででああああろろろろううううかかかか？？？？

　例えば，次のような観点から考えてみよう。もっともっと技術を進歩させるべきであろうか？

その際には，どんなことを考慮しなくていけないのであろうか？技術の進歩は不要なのであろ

うか？技術者の好奇心にまかせるべきであろうか？どのような理由でそう考えたのか？

３３３３ ）））） ここここ れれれれ かかかか らららら のののの 女女女女 性性性性 とととと 建建建建 築築築築 （（（（ 士士士士 ，，，， 業業業業 界界界界 なななな どどどど をををを 含含含含 めめめめ てててて ）））） のののの 関関関関 係係係係 はははは ，，，， どどどど うううう ああああ るるるる べべべべ きききき でででで ああああ ろろろろ うううう

かかかか？？？？

　例えば，次のような観点から考えてみよう。女性は，どのような分野で活躍できるのか？男

性は，どのような分野で活躍できるのか？それとも，女性や男性などと言った性差は，建築の

世界では無意味なものであろうか？どのような理由でそう考えたのか？

４４４４））））講講講講義義義義ににににつつつついいいいててててのののの感感感感想想想想，，，，意意意意見見見見，，，，批批批批判判判判ななななどどどど，，，，自自自自由由由由にににに。。。。

（２）６月中に開催予定の講演会（講師には，モード　フロンティア・浜田裕史氏を予定）を

聞いての感想・意見などを A４判１枚以上にまとめてください。



住環境調整工学（第６回目）［金曜日・12:50～14:20・14 番講義室］

2003.5.30

環境共生学部・居住環境学専攻

助教授・辻原万規彦

-�46�-

７．２　締め切り

　７月４日（金）

７．３　提出先

　下記の担当者の所まで。必ず，手渡すこと。手渡さないで扉にはるなどした場合は，紛失し

ても責任はもてない。その他質問なども，以下の担当者まで。

助教授・辻原　万規彦

部屋：環境共生学部旧棟（旧生活科学部棟）４階西南角

電話：096-383-2929（内線 492）

e-mail：m-tsuji@pu-kumamoto.ac.jp


